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【平成３０年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 
A－ 

当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に

遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中

止が適当である 

（意見等） 

本研究は、ゼブラフィッシュを対象として、松果体、副松果体における光受容タンパク質オプシンの

シグナル伝達の分子特性と生理機能を解明しようとするものである。 

特に松果体において、１種類のオプシンのみを含む１つの細胞が色（波長）の違いを検出可能である

ことを示すなど、既存の概念を覆す優れた成果が得られている。一部のオプシンの分子特性や波長識別

応答に関わる脳内部位の解析において当初の予想と異なる結果が得られているが、研究計画の変更に

よって概ね適切に対処されており、全体としては期待どおりの研究成果が得られるものと見込まれる。 

 


